Appendix
～Allons,les enfants d’Ikebe～

テスト範囲：Escargot 2   p4～p27
○聞き取りは各unitéのcompréhension oraleから出題（配点約２０点）。
○unité2又はunité4の本文を全て書き写す問題（配点４０点）が出ます。
（どちらのunitéかは当日その場で発表）
○訳や穴埋め・並べ換え問題（配点約４０点）

[image: C:\Users\T.Miyu\Pictures\gazou\474d039e687310f775d13bc24ab0530e.jpg]←講師近影
「単位がなければ放送大学を受ければよろしいのに」と発言したかもしれないという事実は一切無いシブトワネット（シブトワーヌ）先生によると、動詞の活用も出すかもしれないそうです。
また、聞き取りについては、図を使った問題は多分出ないだろうということでした。

以下ポイント的なもの

Unité1
補語人称代名詞の語順

動詞の直前：Je le connais.
直接目的「～を」と間接目的「～に」が両方存在している時は、
主に間接－直接の順番。
ただしlui、leur（彼・彼女に、彼・彼女らに）がある時だけは直接－間接と逆転。
例：Je te le donne.　　私は君にそれをあげます。（間接－直接）
　　Je le lui donne.　　私はそれを彼にあげます。（直接－間接）

肯定命令形の時は強勢形（moi、toi、vousなど）にしてハイフンで動詞とつなぎますが、否定命令形の時はハイフンは不要で動詞の直前に来ます。
例：Ne lui parlez pas.  彼には話さないで下さい。

Unité2
代名動詞（「se＋動詞単品」の形の動詞）

否定命令形２人称単数に注意！
→命令形の語尾は通常の活用形と同じですが、２人称単数（tu）は最後のsをつけません。
例：Couche-toi!（早く寝なさい）　　　
Couches-toiではないです。確かテストに出そうと先生が言っていたような気もします。

Unité4
以下（代名動詞の性数一致）は先生がテストに出すような事を言っていました。
多分要注意です。
代名動詞の複合過去：「再帰代名詞（se）＋être＋過去分詞」
　→助動詞はêtreを使用。
　　例：se rappeler（思い出す）
　　　　Je me suis rappelé/Tu t’es rappelé/…nous nous sommes rapplé...

①再帰代名詞seが直接目的補語になっていれば過去分詞の性数一致を行う。
間接目的補語になっていれば過去分詞は主語に性数一致を行わない！！
上のse rapplerではrapplerが「思い出させる」という他動詞であるため
se rapplerは「主語（＝seと性数一致）に思い出させる」となり、seが間接目的補語なので性数一致は無し。
demander(～に尋ねる) →se demander（seに尋ねる＝seは自問する・疑う）
などがこのパターン。

②se parler（話し合う）やse tirer（引っ張り合う）など 、「～し合う」という意味になる代名動詞も性数一致を行わない。

③se laver（se を洗う＝自分を洗う）やse tenir（seを持っている・捕まえておく＝自分を押さえる・抱える）など、一見seが直接目的補語に見えるような動詞でも、他に文中に直接目的語が存在している時は性数一致を行わない。
例：
Elle s’est lavé les mains.　　彼女は（自分の）手を洗った。→les mainsが文の目的語
Elle s’est tiré le ventre.     彼女は（自分の）腹を押さえた。　→le ventreが文の目的語

代名動詞でseが直接目的補語となっているものはかなり多く、複合過去を作る場合明らかなもの以外は、主語の性数と過去分詞を一致させた方が多分正しい文になると思います。
seが直接目的補語になっている例：
promener（～を散歩させる）→se promener（seを散歩させる＝seは散歩する）
retarder（～を遅らせる）→se retarder（seを遅らせる＝seは遅れる）など沢山。

以上の場合の他に、
どんな時に過去分詞が性数一致を行うのか　　　以下にまとめておきました。

①直接目的補語が過去分詞より前にある場合、過去分詞は主語ではなくその直接目的補語の性数に一致。
Sphie a acheté des pêches et elle les a mises dans le frigo.
（ソフィーは桃を買ってそれらを冷蔵庫の中に置いた） 
→mettreの過去分詞misが「pêches（＝桃pêche　女性名詞・複数形）」に合わせて
女性形・複数形に変化

②êtreを助動詞にとる動詞
場所の移動・状態の変化・生死を表す動詞の時に主語と性数一致を行う。
venir/aller/partir /sortir/arriverなどの移動を表す基本的動詞の他に、以下のような動詞。
entrer（入る）/monter（上る）/descendre（降りる）/ naître（生まれる）/mourir（死ぬ）/rester（留まる・～の状態でいる）/devenir（～になる）

③受動態（助動詞は全てêtre）
受動態の過去分詞は全て主語に性数一致を行う。
助動詞がavoirでなくêtreの場合は主語と過去分詞の性数一致は行うべきと覚えるといいと思います。

★不規則動詞の活用語幹など
基本的な不規則動詞について、これまでのunitéの内容中で出てきた活用形語幹と過去分詞を以下にまとめておきました。
単純未来と半過去はこの語幹に活用語尾をくっつけます。一人称複数現在形は現在分詞やジェロンディフを付作る時の参考になると思ったのでのせました。[image: ]
★副詞の位置について
副詞の位置は動詞の直後が多いですが、助動詞がある時は助動詞の直後に来ることが多いです。このへんは英語と同じなのではないかと思います。また、否定形はpasを挟んだ直後に来ることが多いです。
例：Il est déjà parti.   Il n’est pas souvent sorti.
★前置詞
基本的な前置詞を以下に挙げておきます。
sur（上に）/sous（下に）/dans（中に、時間的に後に）/dehors（外に）/devant（位置的に前に）/avant（時間的に前に、～以内に）/derrière（位置的に後に）/après（時間的に後に）
★リスニングについて
「アン」と聞こえたら多分in又はimです。
「オン」と聞こえたらonの他にもan、am、en、emである可能性があります。
faireの一人称複数現在はfaisonsですが「フェゾン」でなく「フゾン」です。
manger（食べる）の一人称複数現在はmangonsでなくmageons（マンジェオン）です。
「マントゥナン（今は）」（多分モントゥナンと聞こえる？）の綴りはmaintenantです。
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